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特別支援教育 

 

知的障害のある生徒の創造的に身体表現する力を育成する音楽科指導の工夫  
― リトミックの「リズム運動」の考え方を取り入れた障害特性に応じた表現活動を通して ― 

 

広島県立福山北特別支援学校 岡﨑 恵美 
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Ⅰ 問題の所在 
特別支援学校学習指導要領解説総則等編（高等

部）（平成21年，以下「解説」とする。）の音楽科

の内容として「音楽を聴いて曲の特徴やイメージな

どを感じ取り，創造的に身体の動きで表現するなど

の身体表現に関すること」1)が示されている。 

国立教育政策研究所（平成22年）は，特定の課題

に関する調査（音楽）調査結果（小学校・中学校）

として，想像したことや感じ取ったことを表すこと

に課題が見られると示している。そのため，指導に

当たっては「楽曲の中の対照的な部分を聴き比べる

などして，様々な要素に関心をもち，それらの中か

ら特徴的な要素の働きに気付き，それを手掛かりに

して楽曲全体の曲想を味わって聴くことや，音楽が

醸し出している表情などと自分の生活経験とを結び

付けるように促して，イメージを膨らませていくよ

うにすることが考えられる。」2)と示している。 

 所属校は，知的障害のある児童生徒に対する教育

を行う特別支援学校である。高等部第３学年の生徒

は，どの活動においても意欲的に活動する姿が見ら

れる。しかし，認知や言語に係る困難さがあり，生

活全般にわたって，経験が不足しがちであり，想像

力や表現力に課題が見られる。音楽科の授業では，

表現活動において，音楽を特徴付けている要素であ

るリズム，速度，旋律及び強弱等を感じ取り，創造

的に表現することが難しい。 

これらのことから，音楽科の表現活動において，

生徒が創造的に身体表現する力を育成するために

は，音楽を特徴付けている要素と関連付け，生活経

験と結び付けてイメージを膨らませる必要があると

考える。知的障害のある生徒は，認知や言語に係る

困難さにより，関連付けたり，イメージしたりする

ことに課題があるため，障害特性に応じた指導が大

切であると考える。 

 

Ⅱ 研究の基本的な考え方 

 

１ 創造的に身体表現すること 
「解説」の音楽科における２段階（２）内容「身

体表現」の観点では，「『音楽を聴いて感じたイメ

ージを創造的に身体表現する。』とは，音楽を聴い

て，自分のイメージを広げて身体表現することや，

心に感じたり，音や音楽を自分で選んで，思ったこ

とを自由な発想で身体表現をしたりすることであ

る。」3)と示されている。 

熊木眞見子（1995）は，創造的に取り組む身体表

現とは「子どもたちがいろいろな場面で自分自身で

工夫する機会を多くもつことが大切だと思います。

研究の要約 

本研究は，音楽科指導において，知的障害のある生徒の創造的に身体表現する力を育成することを目

的としたものである。所属校高等部第３学年の知的障害のある生徒は，認知や言語に係る困難さがあ

り，経験が不足しがちであることなどから，創造的に身体表現することが困難である。そこで，音楽科

において，リトミックの「リズム運動」の考え方を取り入れた表現活動を行い，身体表現と音楽を特徴

付けている要素である「リズム」「速度」「旋律」「強弱」を関連付け，生活経験と結び付けたり視覚

教材の工夫を行ったりするなどの指導・支援の工夫を行うことで，生徒は，イメージを膨らませ，創造

的に身体表現することができた。このことから，知的障害のある生徒の音楽科指導において，リトミッ

クの「リズム運動」の考え方を取り入れた障害特性に応じた表現活動の指導を行うことは，創造的に身

体表現する力を育成することに有効であることが明らかになった。 
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工夫するということは，あれこれ試みる中で，感じ

取り，迷い，判断し，選び，決定する」4)ことであ

ると述べている。 

これらのことから，創造的に身体表現するとは，

心に感じたり思ったりしたことを自由な発想で自分

なりに工夫して表現することであると考える。 

 

２ 創造的に身体表現する力の育成 
松本恒敏・山本文茂（1985）は「創造的音楽学習

における『教育内容』は，『音楽のしくみ』という

言葉に集約することができるでしょう。音楽の

しくみ
・ ・ ・

というのは，音楽を音楽として成り立たせて

いる構成要素のことであり，その個々の構成要素が

互いにどんな関係のもとに全体を成り立たせている

か，という全体的ないとなみのことを指していま

す。」5)と述べている。 

松本ら（1985）は，リズム，旋律，重なり，速

度，音色，音力及び形式の七つの構成要素を示し，

これらを関連付けることにより「子どもたちの頭の

中で，音のイメージとしてはっきりと像を結ぶこと

ができるようになる」6)と述べている。 

齋藤一雄（平成27年）は，リズム運動を行うため

には，音楽を特徴付けている要素として，リズム，

速度，メロディ（旋律）及び音の強弱等を捉えてい

く必要があると述べている。 

これらのことから，創造的に身体表現する力を育

成するためには，リズム，速度，旋律及び強弱等の

音楽を特徴付けている要素と関連付け，音のイメー

ジを像として結ぶことが大切であると考える。 

 

３ 知的障害のある生徒の音楽科の指導 
(1) 知的障害のある生徒の学習上の特性と特性に 

応じた指導・支援 

「解説」では，知的障害のある生徒の学習上の特

性として「学習によって得た知識や技能が断片的に

なりやすく，実際の生活の場で応用されにくいこと

や，成功経験が少ない」7)ことが示されている。ま

た「実際的な生活経験が不足しがちであることか

ら，実際的・具体的な内容の指導が必要であり，抽

象的な内容の指導よりも効果的である。」8)と示さ

れている。具体的には，生徒の実態等に即した指導

内容を選択・組織する，生活に結び付いた具体的な

活動を学習活動の中心に据え，実際的な状況下で指

導する，生徒の興味・関心や得意な面を考慮し，教

材・教具等を工夫するとともに，目的が達成しやす

いように，段階的な指導を行うなどして，生徒の学

習活動への意欲が育つよう指導する，自発的・自主

的な活動を大切にし，主体的活動を促すよう指導す

る，繰り返しながら，発展的に取り扱うようにする

と示されている。 

竹野政彦・田中由紀子・門西昭臣（平成25年）

は，動作を伴う学習や視覚支援等の指導・支援の方

法は，知的障害のある児童生徒にとっても効果的で

あると述べている。 

山本久美子（2015）は，抽象的な事柄，始まり及

び終わりといった概念の理解が難しい知的障害のあ

る生徒には「有効な視覚教材を用意し，活動に集中

できるよう配慮して，興味・関心を促すことも大切

である。」9)と述べている。 

小島道生・片岡美華（平成26年）は，知的障害の

ある児童生徒の視覚的な指導・支援方法として「積

極的に，視覚的な手がかり（例；絵，写真，ＶＴＲ

など）を活用しましょう。」10)と述べている。 

これらのことから，知的障害のある生徒に対して

は，障害特性等に応じた段階的な指導，繰り返し学

習，教材・教具の工夫，視覚教材及び映像での振り

返り学習の指導・支援が必要であり，動作を伴った

活動が有効であると考える。 

(2) 知的障害のある生徒の音楽教育の課題 

 日本臨床心理学会（1980）は，三木安正の論か

ら，知的障害のある生徒は，音楽教育において，想

像力及び創造力が不十分であると述べている。 

 吉田豊（1984）は，知的障害のある生徒にとって

「リズムやメロディーを的確に把握したり，また曲

の情感をとらえたりすることはきわめて難し

い。」11)と述べ，さらに，表現活動におけるリズム

奏の課題を指摘している。 

 これらのことから，知的障害のある生徒は，音楽

教育において，創造的に身体表現することの課題が

大きいと考える。特に，音楽を特徴付けている要素

と関連付け，音のイメージをもちながら自由に身体

表現することが難しいと考える。 

(3) リトミックの「リズム運動」の考え方を取り 

 入れた身体表現 

 音のイメージをもちながら，身体表現する方法に

リトミックがある。 

 神原雅之（2006）は，リトミックは，身体を楽器

に見立てた表現活動であり，子供たちは，音楽と動

きを重ね合わせる体験を通して，イメージ（想像力

や創造力）を育んでいくと述べている。 

岩崎光弘（2012）は「リトミックはリズムという

素材を生かし，音楽に反応して動くことにより，感
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じる心，想像力や創造力を養います。」12)と述べて

いる。 

 リトミックは，エミール・ジャック＝ダルクロー

ズによって提唱された方法を発展させたものであ

り，「リズム運動」「ソルフェージュ」「即興演

奏」の三つの柱からなる。 

リトミックにおける「リズム運動」について，齋

藤（2005）は「音楽と運動を結びつけたリトミック

（Eurhythmics）の中核的な方法である。」13)と述べ

ている。 

知的障害のある生徒の身体表現について，工藤傑

史（2015）は「『身体表現』は，音楽を身体全身で

感じ，表現するという意味で，音楽的感覚を伸ばす

重要な音楽表現である。」14)と述べている。 

松井いずみ（平成27年）は，子供は，体を動かす

ことにより，リズム感や想像力が発達し，イメージ

を豊かにすることで，創造性を更に高めるとし，リ

ズムに合わせて身体運動を行うことが重要なことで

あると述べている。 

丸山美和子（2007）は「リズム運動で培ったから

だの力は表現の自由度を拡大していく」15)と述べて

いる。また「身体表現の土台の力を育てていく」16)

と述べている。 

これらのことから，知的障害のある生徒の創造的

に身体表現する力を育成するためには，身体表現の

土台の力を育むリズム運動が有効であると考える。

その方法として，リトミックの「リズム運動」の考

え方を取り入れることが効果的であると考える。生

徒は，体を動かすことにより，イメージを豊かに

し，創造的に身体表現する力を育成することができ

ると考える。 

(4) 知的障害のある生徒の特性に応じた身体表現 

に対する指導・支援方法 

「解説」では，知的障害のある生徒の身体表現に

おいて「布，リボン，枹，楽器などを活用し，達成

感がもてるよう効果的な働きかけが大切であ

る。」17)と示されている。 

工藤（2015）は「段階を踏んで指導を進めること

がより表現の幅を広げ，深めていくことにつなが

る。」18)とし，イメージする対象が分かるような視

覚教材を活用させたり，モデルを示したりしながら

段階的に指導することが，子供の主体的な表現を引

き出すと述べている。 

山本（2015）は「歌ったり演奏したりする歌詞や

楽譜を絵や文字や数字で視覚的に示すなどの工夫が 

有効である。」19)と述べている。 

吉田真理子（2015）は，子供たちの演奏を記録

し，活用することで，「感動を子供たちにフィード

バックすることができる。」20)と述べている。 

これらのことから，知的障害のある生徒の創造的

に身体表現する力を育成するためには，障害特性に

応じた段階的な指導を行ったり，繰り返し学習を行

ったり，生徒の興味・関心を引く教材・教具を活用

したり，視覚教材や映像での振り返り学習を取り入

れたりするなどの指導・支援が有効であると考え

る。 

指導・支援方法について整理したものを，表１に

示す。 

 
表１ 知的障害のある生徒の特性に応じた身体表現に

おける指導・支援方法 

障害特性 指導・支援方法 

・学習によって得た知
識や技能が断片的に
なりやすく，実際の
生活の場で応用され
にくい。 

・生活に結び付いた具体的な活動を学習活
動の中心に設定する。 

・繰り返しながら，発展的に学習を行わせ 
る。 

・成功経験が少ない。 ・演奏を記録し，フィードバックさせる。 
・実態に合わせ，できることを積み上げて 
次の段階に進むなど，成功経験を豊富に 
する。 

・実際的な生活経験が
不足しがちである。 

・必然性のある場面設定を行った上で，実 
際に演奏させたり表現させたりする。 

・言葉や感情といった
目に見えない抽象的
な事柄や，始まり及
び終わりといった概
念の理解が難しい。 

・興味・関心や得意な面を考慮し，教材・ 
教具等を工夫する。 

・身近な手遊びから始め，徐々に自分らし 
い表現を考案するというように，段階的 
に指導を行う。 

・歌詞及び楽譜は，絵，文字及び数字等を 
用いて視覚的に示す。 

・イメージする対象が分かるように，写真 
及び映像を取り入れる。 

・指導者が動きのモデルを提示したり，生 
徒と同時に動くというようなやり取りを 
行ったりする。 

 

Ⅲ 研究の目的 

本研究では，音楽科において知的障害のある生徒

の創造的に身体表現する力を育成することを目的と

する。 

 

Ⅳ 研究の方法 

リトミックの構成要素の一つである「リズム運

動」と音楽を特徴付けている要素を関連させ，知的

障害のある生徒に対して，障害特性に応じた表現活

動の指導・支援の工夫を行い，創造的に身体表現す

る力を育成することができたか，その有効性につい

て分析し，検証する。 

研究構想図を次頁図１に示す。 
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図１ 研究構想図 

 

Ⅴ 研究の仮説及び検証の視点と方法 

 

１ 研究の仮説 
知的障害のある生徒の音楽科指導において，リト

ミックの「リズム運動」の考え方を取り入れた障害

特性に応じた表現活動の指導を行えば，創造的に身

体表現する力を育成することができるであろう。 

 

２ 検証の視点と方法 
 検証の視点と方法について，表２に示す。 

 
表２ 検証の視点と方法 
検証の視点 検証の方法 

・創造的に身体表現する力における生徒の
意識は高まったか。 

・アンケート 
・行動観察 

・身体表現の土台の力である音楽を特徴付
けている要素「リズム」「速度」「旋
律」「強弱」と関連付けて身体表現する
力が高まったか。 

・イメージして表現することができたか。 

 

３ アンケートによる調査 
〇 調査日 事前 平成28年11月25日 

      事後 平成28年12月20日 

〇 検証の考え方 

  知的障害特別支援学校における音楽科の具体的

な身体表現の段階的な内容項目が整理された全国

特別支援学校知的障害教育校長会（2010）資料を

参考に作成した表３の「事前アンケート（生徒

用）」「事後アンケート（生徒用）」を高等部第

３学年の生徒３名に対して実施し，表４により点

数化し，事前と事後の生徒の創造的に身体表現す

る力における生徒自身の意識の変容を比較する。

また，次頁表５の「事前アンケート（指導者

用）」「事後アンケート（指導者用）」を実施

し，次頁表６により点数化し，音楽を特徴付けて

いる四つの要素から，事前と事後の生徒の身体表

現する力の変容を比較する。 

 
表３ 事前・事後アンケート項目（生徒用） 

段階  項目 

１ 

① ① 
「幸せなら手をたたこう」の曲を聴いて，手をたた
いたり，足を踏みならしたりする。 

② 
「さんぽ」の曲を聴いて，歩いたり，止まったりす
る。 

③ 
「地獄のギャロップ」の曲を聴いて，走ったり，止
まったりする。 

２ 

④ 自分の好きな曲を聴きながら，自由に体を動かす。 

⑤ 
「世界に一つだけの花」の曲に合わせて，指導者を
まねして体を動かす。 

⑥ タンバリンを鳴らしながら，歩く。 
⑦ タンバリンを鳴らしながら，走る。 

３ 

⑧ 
「アルプス一万尺」の曲を歌いながら，手をたたい
たり，前や後ろに歩いたりする。 

⑨ 
「からだあそびのうた」の曲を歌いながら，体を動
かす。 

⑩ 
「世界に一つだけの花」の曲に合わせて，フラフー
プやタンバリンを使って，体で表現する。 

⑪ 
「よさこいソーラン」の曲を聴いて，手を上や横に
伸ばしたり，膝を動かしたりする。 

４ 
⑫ 

「大きなくりの木の下で」の曲を聴いて，自由に体
で表現する。 

⑬ 「さんぽ」の曲に合った，自由な動きをする。 

５ 
⑭ 曲の変化に合わせて ，体を動かす。 

⑮ 
音楽を聴いて，その曲の雰囲気を感じ取り，自分が
思ったように体を動かす。 

６ 

⑯ 
音楽を聴いて，曲のイメージを自分で考えながら，
体で表現する。 

⑰ 
楽譜を見ながら歌ったり，演奏しながら歌ったり，
体で表現しながら歌ったりする。 

⑱ 音楽を聴いて，体で表現しながら歌う。 

 
表４ 表３に対する回答の点数化 

①～⑪ 
活動できていると思うものに一つだけ○をする。 

できる できない 

１点 ０点 

⑫～⑱ 

活動できていると思うものに○をする。（複数○
をしてもよい。） 

リズム 速さ 旋律 強弱 

１点 １点 １点 1点 
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表５ 事前・事後アンケート項目（指導者用） 

段階  項目 

１ 

①  
音楽が流れている中で，休憩したり，手足を動かし
たり，遊んだりすることができる。 

② 
音楽に反応して，体の動きを止めたり，動かしたり
することができる。 

③ 
教師の手をかりて，歌に合わせて，手足や体を打ち
ならしたり，動かしたりすることができる。 

④ 
音楽に合わせて，手をたたいたり，歩いたり，走っ
たり，止まったりすることができる。 

２ 

⑤ 
好きな歌や曲を聴きながら，体を動かすことができ
る。 

⑥ 
音楽に合わせて，見本を見ながらまねして手をたた
くなど，体を動かすことができる。 

⑦ 
打楽器を鳴らしながら，歩いたり，走ったりするこ
とができる。 

⑧ 
歌や曲に合わせて，簡単な手遊びやまねをしながら
体を動かすことができる。 

⑨ 
音楽の大きな流れを感じ取り，自由に体で表現する
ことができる。 

３ 

⑩ 
歌や曲に合わせて花，ちょう，魚，うさぎ，象，ジ
ェット機，消防車などをまねして表現することがで
きる。 

⑪ 
歌を歌いながら，簡単な手遊びをしたり，体で表現
したりすることができる。 

⑫ 
楽器や道具などを使って，音楽に合わせて体で表現
することができる。 

⑬ 簡単なフォークダンスや踊りをすることができる。 

４ 
⑭ 

音楽を聴いて感じたことを動いて表現したり，リズ
ムに合わせて体で表現したりすることができる。 

⑮ 
体を動かして，曲に合う自由な表現することができ
る。 

５ 

⑯ 
曲の拍子やリズムの違いを聴き分けたり，聴き比べ
たりして体で表現することができる。 

⑰ 
歌いながら，リズムにのって体で表現することがで
きる。 

⑱ 
音楽を聴いて，楽曲の雰囲気を感じ取り，自分が思
ったように体で表現することができる。 

６ 
⑲ 

音楽を聴いて，イメージを膨らませ，自分で考えな
がら体で表現することができる。 

⑳ 
楽譜を見ながら歌ったり，演奏しながら歌ったり，
体で表現しながら歌ったりすることができる。 

 
表６ 表５に対する回答の点数化 
できる できない 
１点 ０点 

 

４ 行動観察による調査 
〇 調査日 平成28年11月29日～平成28年12月20日 

〇 実施回数 

 ・「事前評価」１回 

 ・「指導・支援期」４回 

〇 分析方法 

 ・「行動観察の記録」を基に，身体表現の様子を 

記録し，事前評価及び指導・支援期を比較して

分析・考察する。 

・身体表現における「リズム」「速度」「旋律」

「強弱」を，表７のとおり定義し，音楽を特徴

付けている要素に応じて身体表現できているか

観察し，分析・考察する。 

表７ 「リズム」「速度」「旋律」「強弱」の定義 

 要素 定義 

音
楽
を
特
徴
付
け
て
い
る
要
素 

リズム 「リズム」に合わせて変化を付けて身体表
現している。 

速度 

「速度」に合わせて変化を付けて身体表現
している。 

速い 
「速い」Allegro程度 
（♩＝120～168程度） 

普通の速さ 
「普通の速さ」Moderato程度
（♩＝108～120程度） 

ゆっくり 
「ゆっくり」Adagio程度 
（♩＝66～76程度） 

旋律 
「旋律（音高）」に合わせて変化を付けて
身体表現している。 

強弱 

「強弱」に合わせて変化を付けて身体表現
している。 

強い 生徒の話し声よりも強い音 
普通の強さ 生徒の話し声程度の強さの音 

弱い 生徒の話し声よりも弱い音 

 

Ⅵ 研究授業 

 

１ 生徒の実態 
 本研究に係る学級は，知的障害のある生徒が在籍

する単一障害学級であり，その内，生徒３名を対象

とする。各生徒の音楽科での身体表現における実態

については，表８のとおりである。 

 
表８ 生徒の身体表現における実態 

生徒 実態 

生徒
Ａ 

〇音楽に合わせた簡単なリズム打ちができる。拍子に合
わせ，連続してリズム打ちすることが困難である。 

〇速い速度に合わせたリズム打ちに課題がある。 
〇２分音符の長さで，拍子に合わせて楽器を弾くことが
できる。 

〇同じ強さでリズム打ちすることができるが，強弱に変
化を付けて表現することに課題がある。 

生徒
Ｂ 

〇単調なリズム打ちができる。リズムに合わせて手拍子
しながら歩くことに課題がある。 

〇ゆっくりした速度に合わせて，リズム打ちやステップ
をすることに課題がある。 

〇音高の違いを判断することに困難さがある。 
〇強弱に変化を付けて表現することに課題がある。 

生徒
Ｃ 

〇リズムに合わせた身体表現に課題がある。 
〇ゆっくり及び速い速度に合わせて歩いたり，止まった
りすることに課題がある。 

〇音への反応が遅くなりがちである。 
〇リズム打ちが単調であり，音の強弱を理解して表現す
ることが困難である。 

 

２ 研究授業の内容 
〇 期間  平成28年11月29日～平成28年12月20日 

〇 対象  所属校 高等部第３学年 生徒３名 

〇 題材名 イメージして表現しよう 

〇 目標 

・音や音楽を聴いて，表現することができる。 

 ・絵カードや写真等の視覚的な手掛かりを見るこ

とで，イメージして活動することができる。 

 ・音楽を特徴付けている「リズム」「速度」「旋
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律」「強弱」を感じ取って表現することができ

る。 

〇 指導計画（全５時間） 
次 時 学習活動 

一 １ 

・リズムに合わせてステップや手拍子をしたり，打楽器
を鳴らしたりする。 

・二人組になり，１拍目でテニスボールを相手に渡す。 
・曲に合わせて，１拍目でボールをかごから出す。 
・曲に合わせて，１拍目でボールをつく。 

二 

２ 

・前時（第１時）の活動の振り返りをする。 
・ウッドブロックの音で，目を開ける。 
・目を閉じ，音が聴こえた方の手を挙げる。 
・音の伸び方や高さ等の変化を聴き比べる。 
・音高によって，ボールを投げたりついたりする。 

３ 

・前時（第２時）の活動の振り返りをする。 
・音に合わせて，ハンドサインで表現する。 
・２種類の楽器を用いて，音の音高を聴き比べる。 
・カードに示されたリズムを見ながら，音に強弱を付け
てリズム打ちをする。 

・指導者が動きに強弱を付けて合図を変化させることに
応じて，楽器を鳴らす。 

三 

４ 

・前時（第３時）の活動の振り返りをする。 
・フラフープを持って，音楽に合わせて，キャッスルカ
ルーセルのように動く。曲の速度や強弱によって揺れ
を変える。 

・一列に並び，ウエスタンリバー鉄道をイメージして，
音の変化を表現する。 

５ 

・前時（第４時）の活動の振り返りをする。 
・フラフープを用いて，乗り物に乗るイメージで動きを
変化させる。 

・曲を聴いて，曲の変化によって身体表現する。 

 

Ⅶ 研究授業の結果と考察 

 

１ 創造的に身体表現する力における生徒の

意識は高まったか 
表３に示す生徒によるアンケートを，表４を活用

して分析した結果は，図２のとおりである。全ての

生徒において意識に向上が見られた。 

 

 

事前アンケートと事後アンケートを比較した結

果，全ての生徒の得点が上昇した。また，リズムや

速さに関わって「できた」とした回答数が増加し

た。リズムや速さを意識して表現することへの意識

が高まったり，その結果，曲を聴いて，自由に体を

動かして表現したり，リズムに合わせて表現したり

できたことを自覚できたと考える。 

２ 身体表現する力は高まったか 
(1) 各段階における身体表現する力は高まったか 

表５に示す指導者によるアンケートを，表６を活

用して分析した結果は，図３のとおりであった。 

 

 

１段階及び２段階では，事後アンケートにおい

て，全ての生徒が「できる」となった項目が多かっ

た。しかし，３段階の項目の多くが達成できていな

い。この段階では，指導者の模倣をすること，歌を

歌いながら表現すること及びイメージして身体表現

することに課題があったと考える。 

 ４段階，５段階及び６段階では，生徒が音楽を特

徴付けている要素と関連付け，３段階までの結果を

基に，イメージして表現できるよう指導した。その

結果，４段階以降では，多くの項目が「できる」と

なった。このことは，イメージして表現することが

難しかった生徒に対し，音楽を特徴付けている要素

と関連付け，フラフープを使用させたり，絵カード

などの視覚教材の工夫を行ったりしたことが効果的

であったと考える。 

このことから，生徒は，音楽から想起したイメー

ジを具体的な場面と結び付け，更に音楽を特徴付け

ている要素と関連付けることで，具体的な表現の仕

方が分かったと考える。その結果，生徒は，感じた

ことを自由に表現することができたと考える。 

 しかし，拍子やリズムの違いを聴き分けて表現す

ることや，演奏したり身体表現したりしながら歌う

ことが難しかったことから，音楽を特徴付けている

要素の変化に応じて表現活動をすること，音楽を特

徴付けている要素を意識しながら，二つ以上のこと

を同時に処理することには課題があると考える。 

(2) 音楽を特徴付けている要素と関連付けた身体 

 表現する力は高まったか 

 音楽を特徴付けている要素と関連付けた身体表現

について「行動観察の記録」及び表７を基に検証し

た結果を次頁表９に示す。 

 

図２ 生徒の創造的に身体表現する力における意識の変容 

 

図３ 生徒の身体表現の変容 
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 なお，音楽を特徴付けている要素を具体的に言語

化したり，表現方法を選択したりできた場合を

「○」，できなかった場合を「×」とした。また，

事前評価と指導・支援期（第５時）を比較した結

果，音楽を特徴付けている要素と関連付けて身体表

現した結果が向上した場合を「↗」，向上しなかっ

た場合を「→」及び「↘」で示した。 

 
表９ 音楽を特徴付けている要素と関連付けて身体表現

した結果 

要素 リズム 速度 旋律 強弱 

期 
事前 
評価 

指導・ 
支援期 
(第５時) 

事前 
評価 

指導・ 
支援期 
(第５時) 

事前 
評価 

指導・ 
支援期 
(第５時) 

事前 
評価 

指導・ 
支援期 
(第５時) 

生徒Ａ 
× 〇 × 〇 × 〇 × 〇 
↗ ↗ ↗ ↗ 

生徒Ｂ 
× 〇 × 〇 × 〇 × 〇 
↗ ↗ ↗ ↗ 

生徒Ｃ 
× 〇 × 〇 × 〇 × 〇 
↗ ↗ ↗ ↗ 

 

事前評価では，全ての生徒において，音楽を特徴

付けている四つの要素に課題が見られたが，指導・

支援期では向上した。 

「リズム」では，生徒Ａは，ピアノの音を聴き，

１拍目の出だしに合わせて活動する様子が見られ

た。生徒Ｂは，首を前後に動かし，リズムに合わせ

てカウントをとる工夫が見られた。生徒Ｃは，リズ

ムに合わせ，ステップと手拍子を交互に行う工夫が

見られた。 

これは，拍を意識させながら，繰り返し学習させ

たこと及びモデルを示したり，視覚教材を提示した

りしたことが効果的であったためと考える。このこ

とにより，生徒は「リズム」を体感したり，具体的

にイメージしたりすることができたと考える。 

「速度」では，生徒Ａは，手を上下に動かし，カ

ウントをとる工夫が見られた。生徒Ｂは，自分のス

テップを見ながら，速度を意識していた。また，２

分音符に合わせて，速度を調整する工夫が見られ

た。生徒Ｃは，力強く足踏みをして，速度に合わせ

て表現できていた。 

これは，実際の経験を基にイメージして活動させ

たこと及び「速度」を具体的にイメージできる視覚

教材を提示したことが効果的であったためと考え

る。このことにより，生徒は「速度」を具体的にイ

メージして身体表現することができたと考える。 

 「旋律」では，生徒Ａは，集中して音高を聴き分

け，ボールを投げたりついたりしていた。生徒Ｂ

は，音高の変化によってハンドサインで表現する様

子が見られた。生徒Ｃは，ピアノの音を聴き，絵カ

ード及び段階的に示された図を見て，音高を聴き比

べていた。また，音高の違いを把握するため，生徒

自ら何度も音を鳴らす様子が見られた。 

これは，教具を工夫したり，身体を使って繰り返

し活動させたりしたことが効果的であったためであ

ると考える。このことにより，生徒は「旋律」を身

体全体で体感し，理解することができたと考える。 

「強弱」では，生徒Ａは，指導者が強弱に応じて

合図を変化させることに注意して，楽器を鳴らして

いた。生徒Ｂは，指導者が強弱に応じて合図を変化

させることに注意して，強弱に変化を付けていた。

生徒Ｃは，絵カード及び段階的に示された図を見た

り，指導者の動作の変化を見たりすることで，音の

強弱に変化を付けて楽器を鳴らす様子が見られた。 

 これは，生徒に強弱の付け方を考えさせ，表現さ

せたことが効果的であったためであると考える。ま

た，「強弱」をイメージできる視覚教材を提示した

ことにより，生徒は「強弱」を具体的にイメージし

ながら身体表現することができたと考える。 

 

３ イメージして表現することができたか 
 イメージして表現することができたかについて

「行動観察の記録」及び表７を基に検証した結果を

表10に示す。 

なお，音楽を特徴付けている要素を具体的に言語

化したり，表現方法を選択したりできた場合を

「○」，できなかった場合を「×」とした。また，

定着を図るため，毎時間，授業の始めに事前に表現

したイメージを振り返らせた。振り返り場面におい

て，より表現したい内容に自ら改善できた場合を

「○」，できなかった場合を「×」とした。さら

に，事前評価と指導・支援期を比較した結果，イメ

ージして身体表現した結果が向上した場合を

「↗」，向上しなかった場合を「→」及び「↘」で

示した。 

 

 事前評価では，イメージして表現したり，自分の

表現を客観的に振り返って改善したりすることに課 

表10 イメージして身体表現した結果 

 
音楽を特徴付けている
要素との関連 

振り返り場面 

期 事前評価 指導・支援期 事前評価 指導・支援期 

生徒Ａ 
× 〇 × 〇 

↗ ↗ 

生徒Ｂ 
× 〇 × 〇 

↗ ↗ 

生徒Ｃ 
× 〇 × 〇 

↗ ↗ 
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題が見られたが，指導・支援期では向上した。 

 

 

事前評価では，音や音楽を聴いて，どのように表

現すればよいか分からず，課題が見られた。 

そこで，図４の音楽を特徴付けている要素を段階

的に示した図を活用させるなど，視覚教材を提示し

たり生徒に選択させたりすることで，速度や強弱等

をイメージして身体表現できるように工夫した。 

第５時のまとめでは，修学旅行のアトラクション

をイメージさせて表現活動を行わせた。アトラクシ

ョンの写真及び音楽を特徴付けている要素を段階的

に示した図等を提示することで，生徒は，場面と表

現の仕方を関連付けて具体的にイメージすることが

でき，その結果，速度及び強弱に変化を付けて表現

することができたと考える。 

 また，活動の様子を撮影し，活動場面の映像を見

せながら振り返りを行わせることで，自らの活動を

客観的に振り返り，より表現したいイメージに近い

身体表現を行うことができたと考える。  

これらのことから，視覚教材を提示することで場

面や表現したいこと等を具体的にイメージすること

ができ，音楽を聴いて「リズム」「速度」「旋律」

「強弱」と関連付けて身体表現を行うことができた

と考える。このことにより，生徒は，創造的に身体

表現することができたと考える。 

 

Ⅷ 研究のまとめ 
 

１ 研究の成果 
〇 知的障害のある生徒の音楽科指導において，リ

トミックの「リズム運動」の考え方を取り入れた

障害特性に応じた表現活動の指導を行えば，創造

的に身体表現する力を育成できることが明らかに

なった。 

〇 イメージをもたせる指導・支援の工夫が大切で

あることが分かった。 

 

２ 研究の課題 
〇 曲想等の変化に応じて表現活動すること，音楽

を特徴付けている要素を意識しながら，二つ以上

のことを同時に処理することに課題があった。更

なる指導・支援の工夫が必要である。 

〇 他の音楽を特徴付けている要素を取り入れて段

階的に指導を行っていくことで，より豊かな身体

表現する力の育成を図ることができると考える。 

〇 発達段階の早い時期から，実態に応じて系統的

に取り組むことで，より創造的に身体表現する力

を育成することができると考える。 
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